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１_家族で人参収穫体
験に訪れた大

おお

塚
つか

諒
りょう

真
ま

さんと妹の朱
あか

莉
り

さん
（光５町内）。２人でた
くさんの人参を掘り満
面の笑みを浮かべた。

す
ぎ
な
み

フ
ェ
ス
タ
２０１２

す
ぎ
な
み
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
が

11
月
10
日
、
菊
陽
杉
並
木
公
園

ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
各
種
団
体
か
ら
ダ
ン

ス
な
ど
の
披
露
、
人
参
釣
り
大
会
、
野

菜
ジ
ュ
ー
ス
積
み
上
げ
大
会
な
ど
、
い

ろ
ん
な
催
し
物
が
行
わ
れ
、
来
場
者
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
中
で
も
仮
面
ラ
イ

ダ
ー
ウ
ィ
ザ
ー
ド
シ
ョ
ー
は
子
ど
も
た

ち
に
大
人
気
で
し
た
。
会
場
に
は
、
各

団
体
か
ら
手
作
り
の
商
品
、
展
示
物
や

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
出
店
さ
れ
、
長

蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
姉
妹

都
市
で
あ
る
鹿
児
島
県
屋
久
島
町
か
ら

も
特
産
品
の
出
店
が
あ
り
多
く
の
人
が

訪
れ
て
い
ま
し
た
。
今
年
の
す
ぎ
な
み

フ
ェ
ス
タ
に
は
約
５
，
０
０
０
人
を
超

え
る
来
場
者
が
訪
れ
、
終
日
秋
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

２_慎重にジュースを積み上げる /
３_英太郎は来場者から大人気。握
手を求められる /４_袋いっぱいに
人参を詰め放題 /５_仮面ライダー
ウィザードショーは子どもたちを
魅了 / ６_「もっこすファイヤー」
が菊陽のオリジナルソングを披露

菊陽町の
「キャロッピー」

屋久島町から
やってきた
「まるりん」

７_来場者の笑顔があふれる/８_福
島県会津若松市から馬肉を使った料
理が出品 /９_「屋久島の森」で屋
久島町の荒木町長と記念植樹 /10_
屋久島町特産のたんかんなどが販売
/11_ 菊陽産野菜たっぷりメニュー
の記念品として人参が渡される

揚げ出し里芋

里芋入りお好み焼き

野菜万十

ゴーヤのグラッセ

小松菜と豚肉のホワイト
ソースかけ

ゴーヤ鉄火みそ 完熟ゴーヤスイーツ

ゴーヤおからサラダ

ゴーヤばら寿司

２

１

３

ゴーヤチーズ巻きゴーヤハンバーグリング詰め

おから人参入り
ヘルシーかりんとう

人参の葉入り
ヘルシーかりんとう

菊陽産
野 菜 た っ ぷ り
メニュー優秀作品古田　朱実さん

深山　君子さん

深山　美奈さん川端フジノさん

グリーン（ゴーヤ）カーテン菊陽さん

５

７

８

９

10

11

４

６
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芸
術
の
祭
典
「
第
36
回
菊
陽

町
文
化
祭
」
は
10
月
28
日

〜
11
月
11
日
、
菊
陽
町
図
書
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
10
月
28
日

に
歌
謡
部
発
表
会（
30
周
年
記
念

大
会
）、
11
月
３
日
に
発
表
の
部
、

11
月
10
・
11
日
に
展
示
の
部
が
行

わ
れ
、
約
１
，
３
０
０
人
も
の
人

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
長
年
文
化
協
会
に
尽
力

さ
れ
た
功
労
者
14
人
に
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
町
内
で
文
化
活
動

を
し
て
い
る
団
体
な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
や
作
品
展
示
が
行
わ
れ
、

終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
発
表
で
は
、
歌
謡
、
吟
詠
、
民

舞
な
ど
に
多
く
の
人
が
出
演
し
、

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
披
露
。
展

示
で
は
、
書
道
、
俳
句
、
切
り
絵

な
ど
９
団
体
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、

来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。鼻

ぐ
り
井
手
の
伝
承
話
や
昔

の
暮
ら
し
を
語
り
、
後
世

に
つ
な
ご
う
が
テ
ー
マ
の
「
第
４

回
清
正
公
さ
ん
の
鼻
ぐ
り
井
手

祭
」
が
11
月
18
日
、
南
部
町
民
セ

ン
タ
ー
と
鼻
ぐ
り
井
手
公
園
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー
で
は
「
馬

場
楠
の
獅
子
舞
」
や
菊
陽
南
小
学

校
児
童
に
よ
る
鼻
ぐ
り
井
手
の
寸

劇
、
山
尾
敏
孝
熊
本
大
学
大
学
院

教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

「
加
藤
清
正
公
の
事
業
か
ら
学
ぶ

も
の
」
と
題
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鼻
ぐ
り
井
手
公
園
で
は
、
文
化

財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る

井
手
底
探
検
の
ほ
か
、
菊
陽
南
小

３
・
４
年
生
が
子
ど
も
ガ
イ
ド
と

な
っ
て
来
場
者
に
鼻
ぐ
り
井
手
に

つ
い
て
積
極
的
に
説
明
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
南
小
の
今い
ま

村む
ら

瑞み
ず

樹き

さ
ん
と
上こ
う

妻づ
ま

雅ま
さ

斗と

さ
ん
は
「
初

め
は
緊
張
し
た
け
ど
だ
ん
だ
ん
楽

し
め
ま
し
た
。
学
ん
だ
成
果
を
出

せ
た
と
思
い
ま
す
」
と
笑
顔
で

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
井
手
底
探

検
に
は
町
内
外
か
ら
約
５
０
０
人

が
訪
れ
、
歴
史
的
遺
構
を
感
じ
た

よ
う
で
す
。
そ
の
他
、
地
域
住
民

手
作
り
の
豚
汁
の
振
る
舞
い
や
野

菜
の
販
売
な
ど
も
行
わ
れ
、
今
年

の
鼻
ぐ
り
井
手
祭
も
大
勢
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

１_ 低い姿勢で屈みながら
鼻ぐり井手底の穴をくぐっ
ていく。現存24基 / ２_ 馬
場楠地区に古くから伝わる
「馬場楠の獅子舞」は町の
無形民俗文化財 / ３_ 昼食
の時間にはずらりと行列が
並ぶ/４_鼻ぐり井手を知っ
てもらうため菊陽南小３・
４年生が来場者をガイド /
５_ 約400年前に築造れた
鼻ぐり井手。全長約390㍍。
鼻ぐり大橋から撮影

１_30周年の記念すべき歌謡部発
表会 /２_ コミカルなひょっとこ
の踊り /３_ 息をぴったり合わせ
たバレエ / ４_ 文化祭中57,874
円の寄付金が寄せられる /５_ 切
り絵を体験 /６_ 日舞を優雅に舞
う /７_ジュニア・ジャズストリー
トの華麗なダンス /８_ 文化協会
永年在籍者14人へ表彰状を贈呈

１

３

４５６

７ ８５

２

３

４

１

２

菊陽町文化協会永年在籍者表彰
◉俳句
　佐藤　節さん
　吉野　早苗さん
　宮川ユキエさん

◉歌謡部
　石坂　孝行さん
　大野　昭生さん
　冨永　英男さん
　鎌田　紀昭さん
　手島　治俊さん
　平野　文孝さん

　内藤　静紀さん
　吉永　澄夫さん
　板垣ふき子さん
　大野ヌイ子さん
　鍋島　和代さん
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